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学習習慣定着に向けた取組 その他の取組

平成２８年度 学力向上アクションプラン
尼崎市立小園中 学校

学力調査結果等から見た
学力向上ついての課題

課題解決に向けた学校の取組（基礎力の定着、活用力の育成）
本年度の具体的な目標

授業力向上への取組

自主学習ノートの実施
自主学習ノートを使用し、家
庭学習を行うことで学習習慣の
確立と学習量の向上をめざす。
（学力定着支援事業の活用）

自主学習会の開催
学習習慣のきっかけをつくり、
家庭学習のしかたを身につけ
るため、木曜・土曜・日曜（木・
日は３年生対象）の週３回、自
主学習会を開催する。（教員指
導力向上事業の活用）

生徒作品の共有
生徒の自主学習ノートをプリ

小中連携研究授業
小中合同で授業研究を行い、
互いの指導方法等を共有するこ
とにより、校種間の段差を低くす
るとともに、授業改善や授業力の
向上をめざす。
特に、中学校側においては、グ
ループ・ワーク等において、表現
力・思考力を育むことをめざす。
（教員指導力向上事業の活用）

目標及びまとめの提示（マグ
ネットペーパーの活用）
各教科において、本時のめあ
て（目標）等を黒板に示すなど、
見通しと振り返りを明確にする。

アクティブラーニングの研究

連絡帳「タイムくん」の使
用
生活・学習習慣を確立する
ため、自分自身で生活を振
り返り、自発的なやる気を育
てるなど、自己指導能力を
高めるために、連絡帳を全
校的に使用する。

ＩＣＴの積極的活用
eラーニングの活用と普通教
室における指導者用ＰＣの
活用を促進し、生徒の学習
意欲の向上を図る。

全国学力・学習状況調査及び尼崎市学力

生活実態調査結果

「学校以外の学習時間１時間以上」

各学年とも７０％以上

「自分で計画を立てて勉強をしている」

３年で５５％以上

「授業の中で話し合う活動を行っている」

各学年とも７０％以上

「国語の授業がわかる」
各学年とも「はい」「だいたい」８５％以上

「数学の授業がわかる」
各学年とも「はい」「だいたい」８０％以上

学習習慣の定着（学習の量）

全国学力・学習状況調査において、授業以
外の学習量はほぼ全国と同じ傾向がみられて
いるが、家庭学習ノートを活用し、さらなる増加
をめざしていく。
活用する力の育成

「授業の中で、友だちと話し合う活動を行って
いる」の質問に対し、全国との差が18ポイント
あり、アクティブラーニングを視点に授業改善
を行っていく必要がある。
授業改善の推進

授業のめあて（目標）とまとめを明確にしたり、
異校種から指導方法や指導内容を学んだりす
ることで、授業改善を図る必要がある。
学習内容の共有化（学習の質）

(4)放課後等学習支援

(5)学力定着支援

校種間連携 活用する支援内容

小中合同研修会【講演会及び教科等分科会】（７月２9日）
講師 大阪府立大学教授 西田 芳正 氏
ところ 未定
小中連携合同研究授業

研究教科 算数・数学科及び国語

実施回数 １教科につき、小中学校１回ずつ 計４回

自主学習ノートの作成

家庭・地域との連携

校章の入ったオリジナル・ロジカルノートを使用し、学習習慣の定着と学
力向上を図る。

合同研修会の実施
夏季休業中に生徒支援や学力向上をテー
マに学識経験者から指導を受けるとともに、
小中教員が意見交流を図る。
小中連携合同研究授業の実施
表現力・思考力を高めることを目的に、小
学校の授業から、ペアトークやグループ・
ワーク等のスキルを取り入れていく。本年度
も２教科において合同研究授業を実施する。
入学前テストの実施
学力実態の把握、及び入学後の授業づく
りの参考にする。
クラブ体験会・見学会の実施
小学校６年生を中学校に招き、クラブを体
験・見学することで入学への不安感を和ら

支援内容 具体的内容

木曜・土曜・日曜チャレンジ学習の実施 ２ｈ×週３回×25週

夏季休業中の学習会（３年）の開催 ２ｈ×１０日間

(1)講師招聘支援

生徒の自主学習ノートをプリ
ント等で公表したり、作品を廊
下等に展示したりするなど、生
徒間で共有し自分の学習内容
を振り返り、学習の質を高めて
いく。

アクティブラーニングの研究
アクティブラーニングを視点にし
た授業づくりについて校内研究を
進める。（教員指導力向上事業
の活用）

自主学習ノートを用いた学習習慣の確立
学習習慣を定着させるための連携・啓
発・協力

木曜・土曜・日曜チャレンジ学習への
参加
・家庭における学習会への参加呼びかけ
・地域の方による学習会指導者としての参
加

学力調査結果の公表

・ホームページによる結果の公表
・保護者や学校評議員との意見交流

学習内容の共有化（学習の質）

他の生徒が学習にどのように取り組んでいる

のかを廊下等に展示し生徒間で共有すること

で、自分の学習内容を振り返り、学習の質を高

める。

験・見学することで入学への不安感を和ら
げ、小中の段差を低くする。


